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「
農
業
委
員
会

長
に
女
性
登
用

の
協
力
要
請
を

行
う
」
「
退
任
す
る
場
合

は
、
必
ず
次
の
委
員
を
見
つ

け
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
」

な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ

た
。３

月
上
旬
に
開
催
さ
れ
た

各
農
業
委
員
会
の
定
例
総
会

で
は
、
参
加
し
た
委
員
か
ら

研
修
会
の
報
告
が
行
わ
れ
、

各
委
員
会
で
共
有
さ
れ
た
。

行
っ
た
。

研
修
会
で
は
、
京
丹
波
町

農
業
委
員
会
の
永
武
幸
子
専

門
幹
が
講
演
｢

委
員
会
の
活

動
を
前
進
さ
せ
る
に
は
、
委

員
と
事
務
局
が
お
互
い
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
発

揮
し
、
協
力
関
係
を
築
く
こ

と
が
不
可
欠
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、

女
性
委
員
を
増
や
す
た
め
、

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員

・
推
進
委
員
の
会
（
山
下
明

子
会
長
、
会
員
62
人
）
は
、

２
月
27
日
、
京
都
市
内
で
総

会
と
研
修
交
流
会
を
開
い

た
。
総
会
で
は
、
次
期
委
員

改
選
で
女
性
委
員
を
増
や
す

取
り
組
み
強
化
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
来
年
度
の
活
動
計
画

を
決
定
。
研
修
交
流
会
で

は
、
出
席
し
た
委
員
（
36

人
）
が
府
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
各
農
業
委
員
会
の

活
動
報
告
や
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

の
経
営
計
画
の
優
先
順
位
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
再

検
討
を
行
っ
た
。


人
が
卒
塾
し

各
地
で
活
躍
中

京
都
府
農
業
会
議
が
主
催

す
る
京
都
農
業
経
営
塾
は
、

こ
れ
ま
で
に
50
人
が
卒
塾
。

京
都
府
農
業
を
支
え
る
経
営

者
と
し
て
府
内
各
地
で
活
躍

し
て
お
り
、
今
回
卒
塾
し
た

第
６
期
生
の
経
営
者
と
し
て

の
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ

る
。

計
画
、
経
営
理
念
の
実
現
に

向
け
た
行
動
計
画
な
ど
を
発

表
。
講
師
や
先
輩
経
営
者

（
過
年
度
の
受
講
生
）
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
今
後

受
講
生
ら
は
会
場
に
パ
ソ

コ
ン
を
持
ち
込
み
、
１
人
８

分
の
制
限
時
間
で
、
経
営
者

と
し
て
掲
げ
る
理
念
、
経
営

の
現
状
分
析
、
収
支
の
改
善

挑
戦
」
を
開
始
し
た
。

受
講
生
に
よ
る
計
画
発
表

会
は
、
経
営
塾
の
最
終
回
に

実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は

２
月
25
日
に
京
都
市
内
で
開

催
さ
れ
た
。

京
都
農
業
経
営
塾
の
受
講

生
９
人
が
半
年
間(

全
８
回)

の
研
修
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
た
経
営
理
念
と
事
業
計

画
を
発
表
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
「
経
営
者
と
し
て
の

に
現
場
で
の
実
証
を
始
め
て

お
り
、
茶
業
研
究
所
で
は
、

「
で
き
る
だ
け
早
く
、
茶
農

家
の
方
に
普
及
で
き
る
よ
う

に
完
成
さ
せ
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

に
測
定
で
き
る

器
械
を
開
発
。

次
に
、
生
葉
の

硬
さ
の
主
因
で

あ
る
繊
維
含
有

量
に
応
じ
た
製

茶
条
件
（
適
蒸

設
定
、
適
乾
燥
設
定
）
を
自

動
的
に
算
出
す
る
シ
ス
テ
ム

（
宇
治
茶
ス
キ
ャ
ン
）
を
作

っ
た
。

こ
れ
ま
で
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
製
茶
し
た
荒
茶

は
、
所
内
の
官
能
審
査
や
検

証
に
参
加
し
た
生
産
者
か
ら

「
熟
練
者
が
製
造
し
た
も
の

と
同
等
の
品
質
で
あ
る
」
と

い
う
高
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

す
で
に
、
関
係
す
る
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
と
も

茶
業
研
究
所
で
は
、
製
茶

経
験
が
浅
い
茶
農
家
で
も
熟

練
者
の
よ
う
な
高
品
質
の
て

ん
茶
を
製
造
で
き

る
製
茶
ア
シ
ス
ト

ツ
ー
ル
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い

る
。生

葉
の
状
態
に

あ
わ
せ
て
製
茶
機
械
を
調
節

す
る
〝
熟
練
の
技
〟
を
数
値

化
す
る
た
め
、
ま
ず
、
特
定

波
長
で
生
葉
を
撮
影
し
、
摘

採
芽
の
繊
維
含
有
量
を
簡
単

毎
月
１
回
（
第
４
週
）
発
行

の
京
都
府
版
は
２
カ
月
に
１

回
の
隔
月
発
行
に
移
行
し
ま

す
。
４
月
25
日
は
地
方
総
合

版
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
回

の
京
都
府
版
は
５
月
30
日
に

お
届
け
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

次
回
の
京
都
府
版
は
５
月

30
日
で
す

新
年
度
か
ら
本
紙
の
地
方

版
の
発
行
体
制
が
変
わ
り
、

２
０
２
３
年
７
月
に
農
業

委
員
に
就
任
し
て
１
年
８
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

茶
業
が
中
心
の
和
束
町
で

は
急
傾
斜
の
茶
園
が
多
く
、

茶
農
家
の
高
齢
化
と
担
い
手

不
足
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
が
担
当
す
る
撰
原
地
区

で
も
、
地
区
内
の
農
家
へ
の

農
地
集
積
が
難
し
く
な
っ
た

の
で
、
町
内
の
他
地
区
の
農

家
と
茶
園
を
貸
借
す
る
こ
と

で
、
何
と
か
守
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
他
地
区
の

農
業
委
員
と
の
連
携
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

茶
業
を
１
人
で
始
め
る
の

は
難
し
い
の
で
、
い
き
な
り

新
規
就
農
者
が
増
え
る
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
委
員
同
士
の
情
報
交
換
や

意
見
交
換
を
続
け
な
が
ら
、

和
束
町
の
農
業
振
興
に
貢
献

で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。

（
和
束
町
農
業
委
員
会
・

西
川
菜
央
委
員
）

ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
暮
ら
し
、
生
活
に
溶
け
込
ん
だ

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
体
験
し
、
「
自

分
で
も
環
境
に
優
し
い
農

業
を
し
た
い
」
と
い
う
想

い
を
抱
い
て
、
父
親
の
故

郷
で
就
農
を
決
め
た
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
日
本

晴
、
古
代
米
な
ど
水
稲
を

２
㌶
栽
培
。
手
間
を
か
け

て
稲
木
で
天
日
干
し
を
行

い
、
お
米
の
甘
み
を
引
き

出
す
と
い
う
。

新
米
の
時
期
に
な
る

と
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
興

味
が
あ
る
方
か
ら
た
く
さ

ん
の
連
絡
が
届
く
。
海
外

の
料
理
人
か
ら
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
食
材
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
「
必
要
と

し
て
い
る
人
に
届
け
る
こ
と
が
大

切｣

と
実
感
し
て
い
る


「
日
本
の
食
文
化
を
支
え
る
農

家
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
な

が
ら
農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

（
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
）

２
０
２
０
年
に
東
京
か
ら
京
丹

後
市
宇
川
地
域
に
移
住
し
た
山
下

明
治
さ
ん(

33)

３
年
間
オ
ー
ス

京丹後市 山下 明治さん

必
要
と
し
て
い
る
人
に

必
要
な
も
の
を
届
け
た
い

地区外の農家と協力して農地を守る地区外の農家と協力して農地を守る地区外の農家と協力して農地を守る

地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
て
地
図
で

他
地
区
の
農
業
委
員
と
情
報
交
換

茶
業
研
究
所

熟
練
の
技
を
数
値
化


て
ん
茶
製
造
を
ア
シ
ス
ト

宇治茶スキャン

宇治茶スキャンのイメージ図

今後の活動について話し合う女性委員（２月27日）

本
年
度
の
塾
生
９
人
が
修
了
式
で
経
営
者
と
し
て
の
飛
躍

を
誓
っ
た
（
２
月
25
日
）

京都農業経営塾

経
営
理
念
と
行
動
計
画
を
発
表

経
営
理
念
と
行
動
計
画
を
発
表

半
年
間
の
経
営
塾(

全
８
回)

で
磨
い
た

経
営
理
念
と
行
動
計
画
を
発
表

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員･

推
進
委
員
の
会

古
代
米

手
間
の
か
か
る
稲
木
干
し(

右)

な
ど
、
手
作
業
を
大
切
に
す
る

山
下
さ
ん
（
左
）

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
や

女
性
登
用
促
進
な
ど
で
交
流
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